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鴨
長
明
『
無
名
抄
』（
深
草
の
里
）演
習
プ
リ
ン
ト
１

解
説

【
敬
語
法
】

現
代
で
は
、
一
般
に
会
話
以
外
に
敬
語
は
使
わ
れ
な
い
が
、
古
文
で
は
、
地
の
文
（
会
話
文
以
外
の
文
）
で
も
敬
語
が
用
い
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
敬
語
の
仕
組
み
が
現
代
文
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

敬
語
の
種
類

敬
語
は
、
誰
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
か
に
よ
っ
て
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

①
尊
敬
語
―
語
り
手
（
書
き
手
・
作
者
）
が
、
話
題
の
中
の
動
作
す
る
人
（
動
作
の
主
体
）
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

②
謙
譲
語
―
語
り
手
（
書
き
手
・
作
者
）
が
、
話
題
の
中
の
動
作
を
受
け
る
人
（
動
作
の
受
け
手
）
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

③
丁
寧
語
―
語
り
手
（
書
き
手
・
作
者
）
が
、
聞
き
手
（
読
み
手
）
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

～
敬
語
の
ポ
イ
ン
ト
～

・
①
誰
の

②
誰
に
対
す
る
敬
意
な
の
か
？

・
①
誰
の
敬
意
な
の
か
？

→
基
本
的
に
は
す
べ
て
語
り
手
の
敬
意

・
②
誰
に
対
す
る
敬
意
な
の
か
？

Ｓ
（
Ｈ
）
＝
語
り
手
→
動
作
を
す
る
人
（
主
語
）
へ
の
敬
意

Ｋ
（
Ｈ
）
＝
語
り
手
→
動
作
の
受
け
手
（
目
的
語
、
補
語
）
へ
の
敬
意

Ｔ
（
Ｈ
）
＝
語
り
手
→
聞
き
手
（
読
み
手
）
へ
の
敬
意

※
尊
敬
語
＝
Ｓ
、
謙
譲
語
＝
Ｋ
、
丁
寧
語
＝
Ｔ
、
補
助
動
詞
＝
Ｈ

・
敬
語
を
訳
す
コ
ツ

Ｓ
（
Ｈ
）
＝
主
語
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

Ｋ
（
Ｈ
）
＝
補
語
・
目
的
語
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

・
最
高
敬
語
（
せ
給
ふ
、
さ
せ
給
ふ
、
仰
せ
ら
る

な
ど
）
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ま
た
は
Ｓ
Ｓ

尊
敬
（
Ｓ
）
の
助
動
詞
＋
尊
敬
（
Ｓ
）
の
補
助
動
詞
（
Ｈ
）

尊
敬
（
Ｓ
）
の
動
詞
＋
尊
敬
（
Ｓ
）
の
助
動
詞

※

帝

（
あ
る
い
は

后

）
の
動
作
に
対
し
て
語
り
手
の
最
高
の
敬
意
を
表
す
も
の

み
か
ど

き
さ
き

・
絶
対
敬
語
（
奏
す
、
啓
す
）
→
「
奏
す
」
は
「
天
皇
・
上
皇
」
に
、「
啓
す
」
は
「
后
・
皇
太
子
」
に

・
二
方
面
敬
語
（
謙
譲
＋
尊
敬
）
の
コ
ツ

主
語
と
補
語
・
目
的
語
を
同
時
に
イ
メ
ー
ジ
す
る

例

Ｋ
Ｈ

Ｓ
Ｈ

す
か
し

申
し

給
ふ
。

訳

Ａ
が

Ｂ
を

だ
ま
し
申
し
上
げ
な
さ
る
。

Ａ
が

Ｂ
を
（
に
）

（
お
）
～
申
し
上
げ
な
さ
る

※
語
り
手
か
ら
、
Ａ
と
Ｂ
の
双
方
に
敬
意
を
表
し
て
い
る

【敬意の方向】
話題

聞き手
読み手
読者

話し手
書き手
作者

客体 主体

謙譲

動作

丁寧

尊敬

～
尊
敬
の
「
給
ふ
」
と
謙
譲
の
「
給
ふ
」
～

①
活
用
の
違
い
は
？

②
ど
の
よ
う
な
言
葉
に
つ
く
の
か
？

③
ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
わ
れ
る
の
か
？

④
誰
の
誰
に
対
す
る
敬
意
な
の
か
？

①
尊
敬
〔
お
与
え
に
な
る
・
～
な
さ
る
〕
の
「
給
ふ
」（
ハ
行
四
段
活
用
）

は

ひ

ふ

ふ

へ

へ

謙
譲
〔
～
て
お
り
ま
す
・
～
さ
せ
て
い
た
だ
く

〕

の
「
給
ふ
」（
ハ
行
下
二
段
）

へ

へ

（
ふ
）

ふ
る

ふ
れ

○

②
謙
譲
の
「
給
ふ
」
は
「
見
る
」「
聞
く
」「
思
ふ
」「
知
る
」
な
ど
の
知
覚
動
詞
に
つ
く
。

③
謙
譲
の
「
給
ふ
」
は
主
に
会
話
文
・
手
紙
文
で
用
い
ら
れ
る
。

④
話
し
手
（
作
者
）
か
ら
聞
き
手
（
読
者
）
へ
の
敬
意
（
丁
寧
語
に
近
い
）

※
〈
「
給
ふ
」
の
語
源
〉
＝
「
魂
合
」（
た
ま
あ
ひ
）
→
「
た
ま
ひ
」

目
下
の
求
め
る
気
持
ち
と
目
上
の
与
え
る
気
持
ち
が
一
致
す
る

「
た
ま
ひ
」
の
受
動
態
→
「
た
ま
へ
」
→
謙
譲
の
「
給
ふ
」（
「
食
ぶ
」（
食
べ
る
）
の
語
源
？
）
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【
一
】次
の
古
文
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

名

動
（
ハ
四
・
「
言
ふ
」
）
の
ク
語
法

名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
対
象
）
動
（
謙
譲
・
連
用
）

俊
恵

い
は
く
、

「
五
条
三
位
入
道

の

も
と

に

（
Ａ
ま
う
で

敬
意
の
方
向
俊
恵
→
俊
成

助
動
（
完
了
・
連
用
）
助
動
（
過
去
・
連
体
）
名

格
助
（
時
間
）

〈
接
頭
〉
名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
範
囲
）
係
助
（
区
別
）

た
り

し

つ
い
で

に
）、

『
（
Ｂ
御
詠
）

の

中

に

は
、

代
名

格
助
（
対
象
）
係
助
（
疑
問
）
動
（
ラ
下
二
・
連
用
）
助
動
（
存
続
・
終
止
）
格
助
（
引
用
）
動
（
尊
敬
・
連
体
）
名

（
Ｃ
い
づ
れ

を

か

す
ぐ
れ

た
り

と

お
ぼ
す
）。

よ
そ

俊
恵
→
俊
成

格
助
（
体
修
）
名

形
動
（
ナ
リ
・
連
用
）
動
（
マ
下
二
・
連
用
）
補
動
（
丁
寧
・
已
然
）
接
助
（
逆
・
確
定
）
代
名

格
助
（
対
象
）

の

人

さ
ま
ざ
ま
に

（
Ｄ
定
め

侍
れ

ど
、

そ
れ

を

俊
恵
→
俊
成

係
助
（
区
別
）
動
（
ワ
上
一
・
連
用
）
補
動
（
丁
寧
・
連
体
）
助
動
（
適
当
・
未
然
）
助
動
（
打
消
・
終
止
）
形
（
シ
ク
・
連
用
）

ば

（
Ｅ
用
ゐ

侍
る

べ
か
ら

ず
）。

（
Ｆ
ま
さ
し
く

俊
恵
→
俊
成

動
（
謙
譲
・
未
然
）
助
動
（
意
志
・
終
止
）
格
助
（
引
用
）
動
（
ハ
四
・
終
止
）
格
助
（
引
用
）
動
（
謙
譲
・
連
用
）
助
動
（
過
去
・
已
然
）

承
ら

ん

と

思
ふ
。
）』

と

（
Ｇ
聞
こ
え

し
か

俊
恵
→
俊
成

俊
恵
→
俊
成

接
助
（
順
・
確
定
）

ば
）
、

名

動
（
ラ
四
・
已
然
）
接
助
（
順
・
確
定
）
名

格
助
（
体
修
）
名

名

格
助
（
対
象
）
動
（
マ
四
・
連
用
）
接
助

名

『
（
Ｈ
夕

さ
れ

ば
）

野
辺

の

秋
風

身

に

し
み

て

う
づ
ら

動
（
カ
四
・
終
止
）
助
動
（
推
定
・
終
止
）
名

格
助
（
体
修
）
名

（
Ｉ
鳴
く

な
り
）

深
草

の

里

《
逐
語
訳
》

俊
恵
が
言
う
に
は
、
「
五
条
三
位
入
道
〔
藤
原
俊
成
〕
の
と
こ
ろ
に
（
Ａ
参
上
し
た
つ
い
で
に
）
、
『
（
Ｂ
お
よ
み

に
な
っ
た
和
歌
）
の
中
で
は
、
（
Ｃ
ど
の
歌
を
す
ぐ
れ
て
い
る
と
お
思
い
で
す
か
）。
他
の
人
が
あ
れ
こ
れ
と
（
Ｄ

議
論
し
て
い
ま
す
が
）、
他
人
の
言
う
こ
と
を
（
Ｅ
採
用
す
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
）
。
（
Ｆ
は
っ
き
り
と
お
聞
き

し
よ
う
と
思
う
）。』
と
（
Ｇ
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
）、

『
（
Ｈ
夕
方
に
な
る
と
）
、
野
辺
の
秋
風
が
身
に
し
み
入
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
、
う
ず
ら
が
（
寂
し
く
）
（
Ｉ

鳴
く
よ
う
だ
）、
こ
の
深
草
の
里
で
は
。

問
一

傍
線
部
の
動
詞
（
敬
語
は
網
掛
け

例

給
ふ
）、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
お
よ
び
四
角
で
囲
ん
だ
助
動
詞
に
つ
い
て
、
文
法
的

に
説
明
せ
よ
。
本
文
の
右
側
に
書
け
。
略
記
で
も
よ
い
。（
例

断
定
「
な
り
」
止
）

問
二

逐
語
訳
の
空
欄
Ａ
～
Ｉ
に
最
適
な
逐
語
訳
を
入
れ
よ
。

問
三

次
の
文
章
は
「
夕
さ
れ
ば
」
の
歌
の
修
辞
技
巧
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
①
～
⑤
に
最
適
な
語
を
入
れ
よ
。

和
歌
の
結
句
が
（
①
「
深
草
の
里
」）
で
終
わ
っ
て
い
る
点
か
ら
、（
②
体
言
止
め
）
と
い
う
修
辞
技
巧
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
分
か

る
。
さ
ら
に
こ
の
和
歌
は
、
典
拠
の
し
っ
か
り
し
た
古
歌
を
踏
ま
え
て
新
し
く
作
歌
す
る
（
③
本
歌
取
り
）
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
歌
が
典
拠
と
し
て
い
る
の
は
、（
④
『
伊
勢
物
語
』）
の
第
百
二
十
三
段
の
「
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
か

り
に
だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」
（
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
て
こ
の
深
草
の
里
が
荒
れ
野
と
な
っ
た
ら
、
私
は
う
ず
ら
に
な
っ

て
「
憂
（
う
）、
辛
（
つ
ら
）」
と
鳴
い
て
年
を
過
ご
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
は
狩
り
に
で
も
、
仮
に
ち
ょ
っ
と
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
、
い
や
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
）
と
い
う
歌
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
に
関
連
し
て
「
秋
風
」
と
「
飽

き
」、
「
う
づ
ら
」
と
「
憂
・
辛
」
を
（
⑤
掛
詞
）
と
す
る
説
も
あ
る
。

主
な
登
場
人
物

・
俊
恵
（
鴨
長
明
の
師
）

・
五
条
三
位
入
道
（
藤
原
俊
成
）
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鴨
長
明
『
無
名
抄
』（
深
草
の
里
）演
習
プ
リ
ン
ト
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解
説

【
二
】次
の
古
文
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

代
名

格
助
（
対
象
）
係
助
（
強
意
）
名

格
助
（
対
象
）
動
（
ラ
四
・
連
用
）
接
助

係
助
（
区
別
）
名

格
助
（
引
用
）

こ
れ

を

な
ん
、

身

に

と
り

て

は

（
Ａ
お
も
て
歌
）
と

動
（
ハ
四
・
連
用
）
補
動
（
謙
譲
・
連
体
）
格
助
（
引
用
）
動
（
ハ
四
・
未
然
）
助
動
（
尊
敬
・
連
用
）
助
動
（
過
去
・
連
体
）
接
助

名

（
Ｂ
思
ひ

給
ふ
る
）
。
』

と

（
Ｃ
言
は

れ

し

を
）
、

俊
恵

敬
意
の
方
向
俊
成
→
俊
恵

副

動
（
ハ
四
・
「
言
ふ
」）
の
ク
語
法

名

格
助
（
場
所
）
形
（
ク
・
連
用
）
名

格
助
（
主
格
）
動
（
謙
譲
・
連
用
）

ま
た

い
は
く
、

『
世

に

（
Ｄ
あ
ま
ね
く

人

の

申
し

俊
恵
→
俊
成

補
動
（
丁
寧
・
連
体
）
係
助
（
提
示
）

侍
る
）

は
、

俊
恵
→
俊
成

名

格
助
（
資
格
）
名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
対
象
）
動
（
タ
下
二
・
連
用
）
接
助

名

動
（
カ
変
・
連
用
）

面
影

に

（
Ｅ
花

の

姿
）
を

先
立
て

て
（
Ｆ
幾
重

越
え
来

助
動
（
完
了
・
終
止
）
名

格
助
（
体
修
）
名

ぬ
）

峰

の

白
雲

代
名

格
助
（
対
象
）
動
（
ラ
下
二
・
連
用
）
助
動
（
存
続
・
連
体
）
助
動
（
婉
曲
・
連
用
）
動
（
謙
譲
・
連
用
）
補
動
（
丁
寧
・
連
体
）

こ
れ

を

（
Ｇ
す
ぐ
れ

た
る

や
う
に

申
し

侍
る
）

俊
恵
→
俊
成

俊
恵
→
俊
成

係
助
（
提
示
）
副

格
助
（
引
用
）
動
（
謙
譲
・
已
然
）
接
助
（
順
・
確
定
）

は
、

い
か
に
。
』
と

（
Ｈ
聞
こ
ゆ
れ

ば
）、

俊
恵
→
俊
成

《
逐
語
訳
》

こ
の
歌
を
、
自
分
に
と
っ
て
は
（
Ａ
代
表
的
な
歌
）
と
（
Ｂ
存
じ
ま
す
）
。』
と
（
Ｃ
言
わ
れ
た
が
）、
俊
恵
が
ま
た

言
う
こ
と
に
は
、『
世
間
に
（
Ｄ
広
く
人
が
申
し
ま
す
）
に
は
、

目
の
前
に
（
Ｅ
満
開
の
桜
の
花
）
を
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
れ
を
求
め
て
（
Ｆ
い
く
つ
の
峰
を
越
え
て
来
た
こ
と

か
）。
そ
れ
は
実
は
遠
山
に
か
か
る
白
雲
だ
っ
た
の
だ
が
。

こ
の
歌
を
（
Ｇ
す
ぐ
れ
て
い
る
よ
う
に
申
し
ま
す
の
）
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。』
と
（
Ｈ
申
し
上
げ
る
と
）、

問
四

傍
線
部
の
動
詞
（
敬
語
は
網
掛
け

例

給
ふ
）、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
お
よ
び
四
角
で
囲
ん
だ
助
動
詞
に
つ
い
て
、
文
法
的

に
説
明
せ
よ
。
本
文
の
右
側
に
書
け
。
略
記
で
も
よ
い
。（
例

断
定
「
な
り
」
止
）

問
五

逐
語
訳
の
空
欄
Ａ
～
Ｈ
に
最
適
な
逐
語
訳
を
入
れ
よ
。

問
六
「
身
」（
８
行
）
と
は
誰
の
こ
と
か
。

答
五
条
三
位
入
道
（
俊
成
）。

問
七
「
面
影
に
花
の
姿
を
先
立
て
て
」（
１
０
行
）
と
は
ど
う
す
る
こ
と
か
。
三
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

答
桜
の
咲
く
さ
ま
を
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
れ
を
期
待
し
て
歩
く
こ
と
。
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【
三
】次
の
古
文
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

副

名

格
助
（
場
所
）
係
助
（
区
別
）

『
（
Ａ
い
さ
）
、（
Ｂ
よ
そ

に

は

副

係
助
（
疑
問
）
動
（
マ
下
二
・
連
用
）
補
動
（
丁
寧
・
連
体
）
助
動
（
現
在
推
量
・
連
体
）
動
（
ラ
四
・
連
用
）
補
動
（
謙
譲
・
未
然
）

さ
も

や

定
め

侍
る

ら
ん
）、

（
Ｃ
知
り

給
へ

敬
意
の
方
向

俊
成
→
俊
恵

俊
成
→
俊
恵

助
動
（
打
消
・
終
止
）
副

代
名

係
助
（
区
別
）
名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
基
準
）
係
助
（
強
調
）
動
（
バ
下
二
・
終
止
）

ず
）
。

な
ほ

み
づ
か
ら

は
、

先

の

歌

に

は

（
Ｄ
言
ひ
比
ぶ

助
動
（
可
能
・
未
然
）
助
動
（
打
消
・
終
止
）
格
助
（
引
用
）
係
助
（
強
意
）
動
（
丁
寧
・
連
用
）
助
動
（
過
去
・
連
体
）
格
助
（
引
用
）

べ
か
ら

ず
）
。』

と

（
Ｅ
ぞ

侍
り

し
）
。」

と

俊
恵
→
作
者

動
（
ラ
四
・
連
用
）
接
助

代
名

格
助
（
対
象
）
副

動
（
謙
譲
・
連
用
）
助
動
（
過
去
・
連
体
）
係
助
（
提
示
）
代
名

語
り

て
、

こ
れ

を

う
ち
う
ち
に

申
し

し

は
、

「
か

俊
恵
→
作
者

格
助
（
体
修
）
名

係
助
（
提
示
）
名

格
助
（
対
象
）
動
（
マ
四
・
連
用
）
接
助

格
助
（
引
用
）
動
（
ハ
四
・
連
体
）
名

格
助
（
体
修
）

の

歌

は
、

『
身

に

し
み

て
』

と

い
ふ

（
Ｆ
腰

の

名

格
助
（
主
格
）
形
（
シ
ク
・
連
用
・
ウ
音
便
）
形
動
（
ナ
リ
・
連
用
）
動
（
ヤ
下
二
・
連
体
）
助
動
（
断
定
・
終
止
）

句
）
の

Ｇ
（
い
み
じ
う

無
念
に

お
ぼ
ゆ
る

な
り
）。

《
逐
語
訳
》

『
（
Ａ
さ
あ
ど
う
で
し
ょ
う
か
）
、
（
Ｂ
ほ
か
で
は
そ
の
よ
う
に
も
評
定
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
）
。
私
は
（
Ｃ
存
じ

ま
せ
ん
）
。
や
は
り
自
分
で
は
、
先
の
歌
に
は
（
Ｄ
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
。
』
と
（
Ｅ
い
う
こ
と
で
し
た
）
。
」

と
語
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
密
に
（
私
に
）
申
し
た
こ
と
に
は
、
「
あ
の
歌
は
、『
身
に
し
み
て
』
と
い
う
（
Ｆ

第
三
句
）
が
（
Ｇ
た
い
そ
う
残
念
に
思
わ
れ
る
の
だ
）。

問
八

傍
線
部
の
動
詞
（
敬
語
は
網
掛
け

例

給
ふ
）、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
お
よ
び
四
角
で
囲
ん
だ
助
動
詞
に
つ
い
て
、
文
法
的

に
説
明
せ
よ
。
本
文
の
右
側
に
書
け
。
略
記
で
も
よ
い
。（
例

断
定
「
な
り
」
止
）

問
九

逐
語
訳
の
空
欄
Ａ
～
Ｇ
に
最
適
な
逐
語
訳
を
入
れ
よ
。

問
十
「
よ
そ
」（
１
１
行
）
と
対
照
的
な
語
を
抜
き
出
せ
。

答
「
み
づ
か
ら
」（
１
２
行
）

問
十
一
「
さ
」（
１
２
行
）
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
さ
す
か
。

答
「
面
影
に
」
の
歌
を
俊
成
の
代
表
作
と
す
る
こ
と
。

問
十
二
「
先
の
歌
」（
１
２
行
）
と
は
ど
の
歌
か
。

答
「
夕
さ
れ
ば
」
の
歌
。

問
十
三
「
か
の
歌
」（
１
３
行
）
と
は
ど
の
歌
か
。

答
「
夕
さ
れ
ば
」
の
歌
。



- 5 -

鴨
長
明
『
無
名
抄
』（
深
草
の
里
）演
習
プ
リ
ン
ト
３

解
説

【
四
】次
の
古
文
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

代
名

副
助
（
程
度
）

こ
れ

ほ
ど

格
助
（
結
果
）
動
（
ラ
四
・
連
用
）
助
動
（
完
了
・
連
体
）
名

係
助
（
区
別
）
名

格
助
（
対
象
）
動
（
サ
四
・
連
用
）
接
助

副

に

な
り

ぬ
る

歌

は
、

（
Ａ
景
気
）
を

言
ひ
流
し

て
、

た
だ

形
動
（
ナ
リ
・
連
用
）
名

格
助
（
対
象
）
動
（
マ
四
・
連
用
）
助
動
（
過
去
推
量
・
終
止
）
終
助
（
念
押
し
）
格
助
（
引
用
）

そ
ら
に

（
Ｂ
身

に

し
み

け
ん

か
し
）

と

動
（
ハ
四
・
未
然
）
助
動
（
使
役
・
連
用
）
助
動
（
完
了
・
連
体
）
係
助
（
強
意
）
形
（
ク
・
連
用
）
係
助
（
並
列
）
形
動
（
ナ
リ
・
連
用
）

思
は

せ

た
る

こ
そ
、

（
Ｃ
心
に
く
く
）

も

（
Ｄ
優
に

係
助
（
並
列
）
補
動
（
丁
寧
・
已
然
）
形
（
シ
ク
・
連
用
・
ウ
音
便
）
動
（
カ
四
・
連
用
）
接
助

名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
結
果
）

も

侍
れ
）。

（
Ｅ
い
み
じ
う
）

言
ひ
も
て
ゆ
き

て
、
（
Ｆ
歌

の

詮
）
と

敬
意
の
方
向

俊
恵
→
作
者

動
（
サ
変
・
終
止
）
助
動
（
当
然
・
連
体
）
名

格
助
（
対
象
）
副

動
（
サ
四
・
連
用
）
助
動
（
存
続
・
已
然
）
接
助
（
順
・
確
定
）

（
Ｇ
す

べ
き

ふ
し

を
）、

さ
は
と
（
Ｈ
言
ひ
表
し

た
れ

ば
）、

形
動
（
ナ
リ
・
連
用
）
名

形
（
ク
・
連
用
）
動
（
ラ
四
・
連
用
）
助
動
（
完
了
・
連
体
）
格
助
（
内
容
）
代
名

格
助
（
体
修
）
名

（
Ｉ
む
げ
に

こ
と

浅
く

な
り

ぬ
る
）
。
」

と
て
、

そ

の

つ
い
で

格
助
（
順
序
）
代
名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
範
囲
）
係
助
（
区
別
）

に
、

「
わ

が

歌

の

中

に

は
、

こ
れ
ほ
ど
（
の
境
地
）
に
な
っ
た
歌
は
、（
Ａ
具
体
的
な
景
色
や
詩
的
雰
囲
気
）
を
さ
ら
り
と
よ
み
表
し
て
、
た
だ

言
葉
に
せ
ず
と
も
さ
ぞ
（
Ｂ
身
に
し
み
た
だ
ろ
う
よ
）
と
思
わ
せ
た
の
こ
そ
が
、（
Ｃ
奥
ゆ
か
し
く
）
も
（
Ｄ
優
美

で
も
あ
り
ま
す
）
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
、（
Ｅ
上
手
に
）
よ
ん
で
い
っ
て
、（
Ｆ
歌
の
最
も
大
事
な
と
こ
ろ
）
と
（
Ｇ

す
る
は
ず
の
箇
所
）
を
、
（
「
身
に
し
み
て
」
と
）
あ
っ
さ
り
と
（
Ｈ
言
葉
で
表
し
て
い
る
の
で
）
、
（
Ｉ
ひ
ど
く
趣

が
浅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
）
。」
と
言
っ
て
、
そ
の
つ
い
で
に
、「
私
の
歌
の
中
で
は
、

《
逐
語
訳
》

問
十
四

傍
線
部
の
動
詞
（
敬
語
は
網
掛
け

例

給
ふ
）、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
お
よ
び
四
角
で
囲
ん
だ
助
動
詞
に
つ
い
て
、
文
法

的
に
説
明
せ
よ
。
本
文
の
右
側
に
書
け
。
略
記
で
も
よ
い
。（
例

断
定
「
な
り
」
止
）

問
十
五

逐
語
訳
の
空
欄
Ａ
～
Ｉ
に
最
適
な
逐
語
訳
を
入
れ
よ
。

問
十
六

俊
恵
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
を
す
ぐ
れ
た
歌
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
具
体
的
な
景
色
や
詩
的
雰
囲
気
を
さ
ら
り
と
よ
み
表
し
て
、
歌
の
最
も
大
事
な
と
こ
ろ
を
読
者
に
感
じ
取
ら
せ
る
歌
。

問
十
七

俊
恵
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
を
趣
が
浅
い
歌
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
言
葉
で
は
っ
き
り
表
現
し
す
ぎ
て
、
歌
の
最
も
大
事
な
と
こ
ろ
を
説
明
し
て
し
ま
っ
た
歌
。

【
五
】次
の
古
文
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

〈
接
頭
〉
名

格
助
（
体
修
）
名

〈
接
頭
〉
動
（
ラ
四
・
連
用
）
名

動
（
ラ
四
・
已
然
）
接
助
（
順
・
確
定
）
名

格
助
（
体
修
）

み
吉
野

の

山

か
き
曇
り

（
Ａ
雪

降
れ

ば
）

麓

の

名

係
助
（
区
別
）
〈
接
頭
〉
動
（
ラ
下
二
・
連
用
）
接
助
（
反
復
）

里

は

う
ち
し
ぐ
れ

つ
つ
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代
名

格
助
（
対
象
）
係
助
（
強
意
）
代
名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
結
果
）
動
（
サ
変
・
未
然
）
助
動
（
意
志
・
終
止
）

こ
れ

を

な
ん
、

（
Ｂ
か

の

た
ぐ
ひ

に

せ

ん

）

格
助
（
引
用
）
動
（
ハ
四
・
連
用
・
ウ
音
便
）
補
動
（
謙
譲
・
連
体
）
副

名

格
助
（
体
修
）
名

格
助
（
時
間
）
形
（
ク
・
連
用
）

と

（
Ｃ
思
う

給
ふ
る
）。

も
し

世

の

末

に
、

（
Ｄ
お
ぼ
つ
か
な
く

敬
意
の
方
向

俊
恵
→
作
者

動
（
ハ
四
・
連
体
）
名

係
助
（
強
意
）
動
（
ラ
変
・
未
然
）
接
助
（
順
・
仮
定
）

副

係
助
（
強
意
）
動
（
ハ
四
・
連
用
）

言
ふ

人

も

あ
ら

ば
）
、

『
（
Ｅ
か
く

こ
そ

言
ひ

助
動
（
過
去
・
已
然
）
格
助
（
引
用
）
動
（
ラ
四
・
連
用
）
補
動
（
尊
敬
・
命
令
）
格
助
（
引
用
）
係
助
（
強
意
）

し
か
）
。』

と

（
Ｆ
語
り

給
へ
）
。」

と

ぞ
。

俊
恵
→
作
者

《
逐
語
訳
》

吉
野
山
が
一
面
に
曇
っ
て
（
Ａ
雪
が
降
る
と
）
、
麓
の
村
里
で
は
冷
た
い
時
雨
が
降
り
過
ぎ
降
り
過
ぎ
し
て
い

く
よ
。

こ
の
歌
を
、（
Ｂ
代
表
作
の
類
に
し
よ
う
）
と
（
Ｃ
思
い
ま
す
）。
も
し
私
の
死
ん
だ
あ
と
で
、（
Ｄ
代
表
歌
が
わ
か

ら
な
い
と
言
う
人
も
あ
っ
た
ら
）
、『
（
Ｅ
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
よ
）
。』
と
（
Ｆ
お
話
し
く
だ
さ
い
）
。」
と
話
し
た
。

問
十
八

傍
線
部
の
動
詞
（
敬
語
は
網
掛
け

例

給
ふ
）、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
、
お
よ
び
四
角
で
囲
ん
だ
助
動
詞
に
つ
い
て
、
文
法

的
に
説
明
せ
よ
。
本
文
の
右
側
に
書
け
。
略
記
で
も
よ
い
。（
例

断
定
「
な
り
」
止
）

問
十
九

逐
語
訳
の
空
欄
Ａ
～
Ｆ
に
最
適
な
逐
語
訳
を
入
れ
よ
。

問
二
十

「
か
の
た
ぐ
ひ
」（
６
行
）
は
何
を
さ
す
か
。

答
「
お
も
て
歌
」（
代
表
作
）

【
六
】
要
点
の
整
理

次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
せ
よ
。

●
次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
せ
よ
。

第
一
段
落

初
め
～
一
七
八
・
13

俊
成
の
代
表
作
に
関
す
る
俊
恵
の
質
疑

俊
恵
が
俊
成
に
ア

〔

〕
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
俊
成
は
「
イ

〔

〕
」
の
歌
を
あ
げ
た
。
俊
恵
は
「
ウ

〔

〕」
の
歌
の
ほ

う
が
エ

〔

〕
が
高
い
が
と
尋
ね
る
と
、
俊
成
は
、
ほ
か
で
は
そ
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、「
オ

〔

〕
」
の
歌
が
カ

〔

〕
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
段
落

一
七
八
・

～
一
七
九
・

13

3

俊
成
自
賛
歌
へ
の
俊
恵
の
批
判

し
か
し
、
俊
恵
は
あ
の
「
キ

〔

〕」
の
歌
は
、「
ク

〔

〕」
と
い
う
第
三
句
が
惜
し
ま
れ
る
と
言
う
。
こ
れ
ほ
ど
の
秀
歌
は
ケ

〔

〕
描
写
で
心
を
伝
え
れ
ば
よ
い
の
に
、
コ

〔

〕
な
と
こ
ろ
を
サ

〔

〕
的
に
露
骨
に
シ

〔

〕
で
表
し
て
い
る
か
ら
、

ひ
ど
く
ス

〔

〕
の
浅
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
段
落

一
七
九
・

～
終
わ
り

3

俊
恵
の
代
表
作

俊
恵
の
歌
の
中
で
は
、「
セ

〔

〕」
の
歌
が
よ
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
死
後
に
ソ

〔

〕
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
俊
恵
が
こ

う
タ

〔

〕
し
て
い
た
と
伝
え
な
さ
い
と
言
っ
た
。

要
点
の
整
理

ア
代
表
歌
（
代
表
作
）

イ
夕
さ
れ
ば

ウ
面
影
に

エ
世
評
（
評
判
）

オ
夕
さ
れ
ば

カ
比
較
（
問
題
）

キ
夕
さ
れ
ば

ク
身
に
し
み
て

ケ
客
観

コ
肝
心
（
大
事
）

サ
主
観

シ
言
葉

ス
趣
（
底
）

セ
み
吉
野
の

ソ
代
表
歌
（
代
表
作
）

タ
自
賛


